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令和５年長審第４号 

裁    決 

漁船Ａ漁船Ｂ衝突事件 

 

  受  審  人  ａ 

    職  名 Ａ船長 

操縦免許 小型船舶操縦士 

  受  審  人  ｂ 

    職  名 Ｂ船長 

    操縦免許 小型船舶操縦士 

  

本件について、当海難審判所は、理事官川西篤史出席のうえ審理し、

次のとおり裁決する。 

 

主    文 

 

 受審人ａの小型船舶操縦士の業務を１か月停止する。 

 受審人ｂの小型船舶操縦士の業務を１か月停止する。 

 

理    由 

 （海難の事実） 

１ 事件発生の年月日時刻及び場所 

 令和４年１０月１６日１３時０３分 

 長崎県瀬詰埼西方沖合 

２ 船舶の要目 

  船 種 船 名 漁船Ａ        漁船Ｂ 
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  総 ト ン 数 ５.８トン       ４.１６トン 

  登 録 長 １１.９８メートル  ９.７３メートル 

  機 関 の 種 類 ディーゼル機関    ディーゼル機関 

   出    力 ３５５キロワット   １６９キロワット 

３ 事実の経過 

 Ａは、平成２年１２月に進水し、船体中央やや船尾寄りに操舵室を

設け、同室前面に窓枠によって２分割されたいずれも旋回窓を装備す

る窓ガラス、操舵室前部中央やや右舷寄りに舵輪、その前方に左舷側

から魚群探知機、ＧＰＳプロッター、自動操舵装置及びレーダー、右

舷側に機関遠隔操縦装置、後方に操縦席をそれぞれ備えたたちうお引

き縄漁業に従事するＦＲＰ製漁船で、ａ受審人が１人で乗り組み、操

業の目的で、船首０.４メートル船尾１.３メートルの喫水をもって、

令和４年１０月１６日０４時３０分長崎県たちばな漁港網場地区を発

し、瀬詰埼西方沖合約２海里の漁場に向かった。 

ａ受審人は、０６時００分頃前示漁場に至り、操業と移動を繰り返

し、ヘッドアップ表示で１海里レンジ設定としたレーダー及びＧＰＳ

プロッターをそれぞれ作動させ、操縦席に腰掛けた姿勢で操船に当た

り、１３時００分半少し過ぎ瀬詰埼灯台から２７９度（真方位、以下

同じ。）３.７０海里の地点で、船首方を一べつして針路を２９４度

に定め、１８.０ノットの速力（対地速力、以下同じ。）で、ＧＰＳ

プロッター画面に表示された航跡をたどりながら投縄作業開始地点に

向かって、手動操舵によって進行した。 

定針したときａ受審人は、左舷船首１度１,４７０メートルのとこ

ろに、Ｂを視認することができ、その後同船がほとんど真向かいに行

き会い衝突のおそれがある態勢で接近する状況であったが、定針する

とき船首方を一べつして他船を見掛けなかったことから、前路に航行
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の支障となる船舶はいないものと思い、見張りを十分に行わなかった

ので、このことに気付かず、Ｂの左舷側を通過することができるよう

に針路を右に転じることなく続航した。 

こうして、ａ受審人は、ＧＰＳプロッター画面に表示された航跡を

たどりながら進行中、１３時０３分瀬詰埼灯台から２８１.５度  

４.４０海里の地点において、Ａは、原針路及び原速力のまま、その

左舷船首部がＢの左舷船首部に前方から２度の角度で衝突した。 

当時、天候は曇りで風力２の南南東風が吹き、潮候は下げ潮の初期

にあたり、視界は良好であった。 

また、Ｂは、昭和５３年１１月に進水し、船体中央やや船尾寄りに

操舵室を設け、同室前面に窓枠によって２分割されたいずれも旋回窓

を装備する窓ガラス、操舵室前部中央やや右舷寄りに舵輪、その前方

に左舷側から１号魚群探知機、魚群探知機能付きのＧＰＳプロッター、

レーダー及び２号魚群探知機、右舷側に機関遠隔操縦装置、後方に操

縦席を、後部甲板左舷船尾部に操業用座席、機関遠隔操縦装置及び遠

隔操舵装置を組み込んだダイヤル式のコントローラーをそれぞれ備え

たたちうお引き縄漁業に従事するＦＲＰ製漁船で、ｂ受審人が１人で

乗り組み、操業の目的で、船首０.４メートル船尾１.２メートルの喫

水をもって、同日０５時００分たちばな漁港戸石地区を発し、瀬詰埼

西方沖合約２海里の漁場に向かった。 

ところで、ｂ受審人の行う引き縄漁は、たちうおを対象とし、機関

を極微速力前進にかけて２ノットの速力で航行しながら、太さ約  

０.９ミリメートル長さ２５０メートルの合成繊維製幹縄に、４メー

トル間隔で先端に針を結び付けた太さ約０.５ミリメートルの枝縄 

５５本及び浮子４個をそれぞれ取り付けた漁具を船尾から水深５０メ

ートルないし６０メートルの海中に投じ、同漁具に連結した長さ  
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２００メートルのワイヤロープを延出し、同速力のまま３０分間引い

た後、漁具を引き揚げ、漁獲したら再度海中に投入し、移動と操業を

繰り返すもので、操業中でも針路及び速力の変更が可能であった。 

ｂ受審人は、１海里レンジ設定としたＧＰＳプロッターを作動させ、

０６時１０分頃前示漁場に至って操業を始め、移動と操業を繰り返し、

１２時５１分僅か前瀬詰埼灯台から２８２度４.７６海里の地点で、

操舵室で船首方を一べつし、針路を瀬詰埼に向く１１２度に定めて自

動操舵とし、機関を極微速力前進にかけ、２.０ノットの速力で進行

し、後部甲板に移動したのち、操業用座席に腰掛けた姿勢で船尾方を

向いて投縄作業を開始した。 

ｂ受審人は、１３時００分半少し過ぎ瀬詰埼灯台から２８１.５度

４.４７海里の地点に達したとき、右舷船首１度１,４７０メートルの

ところに、Ａを視認することができ、その後同船がほとんど真向かい

に行き会い衝突のおそれがある態勢で接近する状況であったが、定針

するとき船首方を一べつして他船を見掛けなかったことから、前路に

航行の支障となる船舶はいないものと思い、見張りを十分に行わなか

ったので、このことに気付かず、Ａの左舷側を通過することができる

ように針路を右に転じることなく続航した。 

こうして、ｂ受審人は、投縄作業を続けながら進行中、Ｂは、原針

路及び原速力のまま、前示のとおり衝突した。 

衝突の結果、Ａは、左舷船首部外板に破口を伴う擦過傷等を生じた

が、後に修理され、Ｂは、左舷船首部外板に破口を伴う擦過傷等を生

じ、浸水して沈没し、後に廃船処理された。 

 

 （航法の適用） 

 本件は、瀬詰埼西方沖合において、ＡとＢとが衝突したものであるが、
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衝突地点付近の海域には特別法である港則法及び海上交通安全法の適用

がないので、一般法である海上衝突予防法（以下「予防法」という。）

が適用される。 

予防法は、操縦性能の優れている船舶が操縦性能の劣っている船舶の

進路を避けることを基本原則として、同法第１８条において、「各種船

舶間の航法」を規定し、同規定は、操縦性能の優れている船舶が、操縦

性能の劣っている船舶の船種、大きさ、航行状態等の情報を得て速やか

に避航の措置を取り得ることが前提となっている。 

 本件当時、Ａは、投縄作業開始地点に向けて西行中で、Ｂは、引き縄

の投縄作業をしながら東行中であり、同船が、予防法第３条第４項に定

義する船舶の操縦性能を制限する網、縄その他の漁具を用いて漁ろうを

している船舶に該当するかどうかによって、適用する航法規定が異なる

ので、以下に検討する。 

 事実の経過で示したように、Ｂは、引き縄の投縄作業を行っていたも

のであるが、操業中でも針路及び速力の変更が可能で、同船の引き縄が

操縦性能を制限する漁具に該当しないことから、漁ろうに従事している

船舶と認められず、本件に、予防法第１８条各種船舶間の航法の適用は

ない。 

そして、本件当時、両船は互いの視野の内にあり、ほとんど真向かい

に行き会い衝突のおそれがある態勢で接近したものであることから、予

防法第１４条の行会い船の航法によって律するのが相当である。 

 

 （原因及び受審人の行為） 

本件衝突は、瀬詰埼西方沖合において、Ａ及びＢ両船がほとんど真向

かいに行き会い衝突のおそれがある態勢で接近する際、西行中のＡが、

見張り不十分で、針路を右に転じなかったことと、東行中のＢが、見張
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り不十分で、針路を右に転じなかったこととによって発生したものであ

る。 

 ａ受審人は、瀬詰埼西方沖合において、投縄作業開始地点に向けて西

行する場合、接近する他船を見落とすことのないよう、見張りを十分に

行うべき注意義務があった。しかるに、同人は、定針するとき船首方を

一べつして他船を見掛けなかったことから、前路に航行の支障となる船

舶はいないものと思い、見張りを十分に行わなかった職務上の過失によ

り、ほとんど真向かいに行き会い衝突のおそれがある態勢で接近するＢ

に気付かず、同船の左舷側を通過することができるように針路を右に転

じることなく進行して衝突を招き、Ａ、Ｂ両船にそれぞれ損傷を生じさ

せるとともに、Ｂを沈没させるに至った。 

 以上のａ受審人の行為に対しては、海難審判法第３条の規定により、

同法第４条第１項第２号を適用して同人の小型船舶操縦士の業務を１か

月停止する。 

 ｂ受審人は、瀬詰埼西方沖合において、引き縄の投縄作業をしながら

東行する場合、接近する他船を見落とすことのないよう、見張りを十分

に行うべき注意義務があった。しかるに、同人は、定針するとき船首方

を一べつして他船を見掛けなかったことから、前路に航行の支障となる

船舶はいないものと思い、見張りを十分に行わなかった職務上の過失に

より、ほとんど真向かいに行き会い衝突のおそれがある態勢で接近する

Ａに気付かず、同船の左舷側を通過することができるように針路を右に

転じることなく進行して衝突を招き、Ａ、Ｂ両船にそれぞれ損傷を生じ

させるとともに、Ｂを沈没させるに至った。 

 以上のｂ受審人の行為に対しては、海難審判法第３条の規定により、

同法第４条第１項第２号を適用して同人の小型船舶操縦士の業務を１か

月停止する。 
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 よって主文のとおり裁決する。 

  

令和５年９月２１日 

     長崎地方海難審判所 

          審 判 官  菅  生  貴  繁 

 

 


